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☆
津山市のフェイスブックはこちらから
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/
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 FAX  0868－32－2152
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10月１日㈰　第22回津山・城西まるごと博物館フェア2017
人力車乗車イベント　作州民芸館（西今町）周辺

▲西条柿の皮むき作業の様子

▲地元農産物にこだわって作った商品

津山市手づくり加工研究会
　　　  （農産物簡易加工施設内：籾保）

　市内で生産される農産物の加工技術
の研究とその普及を目的に昭和58年２
月に発足した有志団体。｢あんぽ柿｣ や
｢津山しょうがドレッシング」など、
地元だけでなく全国で愛される商品づ
くりを目指している。会員数10人。

※加工品の購入方法や研究会への入会
など、詳しくはお問い合わせください
問津山市手づくり加工研究会（溝口さ
ん）☎26-1550

活動内容は？
　地元の農産物のおいしさをたくさんの人に広めたいと思
い、会員同士でアイデアを出し合って、試行錯誤しながら
商品づくりに励んでいます。地元の高校生と連携して開発
した津山しょうがドレッシングや、良質の黒大豆をじっく
り煮込んだ煮豆など、これまで30種類以上の加工品の研究
や開発に取り組んできました。

開発で一番苦労したことは？
　桃太郎という糖度が高い品種のトマトを使った「完熟ト
マトケチャップ」を作った時、どのようにすれば津山産ト
マトのおいしさや甘みを伝えることができるのか、とても
悩みました。発案から販売まで、２年もの歳月が掛かりま
した。
　わたしたちの商品は、新鮮でおいしい津山産の農産物を
使用することにこだわっています。また、保存料や添加物
を極力使わないため、何度も試作を重ねて商品を開発して
います。商品が完成したときや、購入した人から「おいし
かった！」などの声が届いたとき、苦労して作った

か　い

甲斐が
あったという達成感とうれしさが込み上げてきますね。

津山の皆さんへメッセージを
　この活動を長年続けることができたのは、会員同士が何
でも相談でき、いろいろなアイデアを出し合える雰囲気が
あったからだと思います。これからも会員同士が協力し、
懐かしい味や故郷の味を大切にして、津山に数多くあるお
いしい農産物をたくさんの人に知ってもらえるよう頑張り
ます。皆さん、ぜひ一度食べてみてください。また、市外
の人への贈答品などにもご利用ください。
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❷津山まちなかカレッジ オープン
市からのお知らせ(年末年始の公共サービス ほか）
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん(平成28年12月生まれ）
けいじばん
津山の歴史  あ･ら･か･る･と(旧加茂町庁舎）
注目！今月の津山人(津山市手づくり加工研究会）

特集
この事業は環境に配慮したカーボンオフセット事業です


